
ねぎぼうず館 シルク伝道企画共催事業

シルタ寺小屋塾生募集
S:ξk‡まどれだけ人間に尽くしてきたでしょうか。

桑轟て
｀
育った警は、自ら吐いた糸で子孫を残すた静シェルターとして繭を作り上げます。始の議の糸を入

闘をまさまざまな分野で活用してきました。

「衣料」「寝具」『建築材料」 F和楽懸」「食料」 F調度轟」「医療」「化粧品」・・・.

はたまた「健康食品」にまで発展しています。その文化は古く、登の歴史をま聖徳太子の臓寺代から大切にさ

れて誉ました。私たちをま線の美しさと思恵を受け、「緩文化」を育んできたのです.

しかし、現代で !よ 日本の養薔業は衰遇し、鮮馬県・富岡襲糸場キこ象徴された隆盛も過去母ものとないつ

つありますし、SILK文化への理解は徐々,こ低下しています。

一方、国本政府は日本国産の『縄」へのサポートを打ち切り、外国からの安価な経を奨励する予定でいます。

だからこそ今、経の価値を見つめ直し、未来へ伝えてυヽくことが大切です。縄にかかわった方たちの矢職議

と知恵な自驚の中で、纏伝遵湾爾の資格を取得する寺小置を聞催いたします。かるってご参加くださいませ。

第 1圃 :4月 26日 (轟 )13時～
○シルクイ云遭自懸と縄 《総鑢 )寺 増ヽ屋塾 lこ向 :サて 会長 :中谷億色佐子 (きもの文化作家 )
○議岡製糸場と現在組の霊かし方  寺りヽ屋轟離会長 :上原孝子 (手仕事や主宰 )
今後の塾鑽農予定 潟―圏 (実地研修、招聘鸞禽顧 資料含む )
○内容 オンンライン授業可
〇当面り授業内容 (上期 )

4月  蚕の実像 〈シルク伝道書藝協会 )
5月  下仁田養蚕の現状の発表
6周 蔭と糸の菫琶 碓井製糸の社長また 1よ常務の話
7潟 蚕飼弯の住居と環境につしヽて  豊篤郷仰有志から
※予定 |よ都合によι′変更する場合もあも′ます。予のこ了承ください。

入会館 1◎ ,00◎ :聡

受講料 :鸞 1醸 /筆 12圃 《予定)※ 3,0◎ ◎鍔X12國 =36,000鋼
攣斃参力0の場合 :5000鰯

なお、8月 は一油二麟:こて「伝遭師資格取得特澤増集中講震」をねぎま雲うず鑢にて開催します。中谷比佐子と

伝適師資格者の皆様の授業と実地などを受けていただな、受轟生にはシルク伝遵師の贅格が授与されます。

詳素懸は日本子守唄事務局にお問Vヽ合わせください。資料をお送りいたします。

受講日程と内容

お申し込み

NPO法人爾本子守唄協会

〒 125-0054東京都葛飾区高砂 3丁 目 13-確 3三濾ビル 1階

TEL1 03-6458-0283 F`AX:03-6458-0234

MA:鯉 :!豫fo@ko融 orittta.jp

群馬県下饂爾鞍ねぎ|ばらず饉

場所 :1日西牧小学絞

性所 :下仁躍釘大字繭牧 4る 1-1

お問い合わせ
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